
金
滞
古
殿
志
巻
二
十

り
。
三
筒
農
の
六
用
集
に
も
、
如
意
坊
泉
野
と
あ
り
て
、
悶
幡
薬
師

の
別
賞
な
り
し
が
‘
能
登
閤
珠
洲
郡
三
崎
須
々
一
脚
祉
の
別
嘗
天
台
宗

商
盛
山
高
勝
寺
.
明
治
二
年
帥
悌
混
稀
御
護
止
に
付
き
、
住
職
の
借

復
飾
し
‘
寺
鋭
慶
止
相
成
慮
、
檀
家
の
者
共
歎
願
の
次
第
有
v
之
に
付

き
‘
翠
雲
寺
を
ぽ
明
治
八
年
三
崎
へ
移
締
し
、
元
駒
高
勝
寺
の
働
閣
を

共
の
健
寺
院
と
な
し
、
僻
来
の
働
像
働
器
悉
く
引
諦
け
、
因
幡
薬
師

は
卯
辰
最
勝
寺
へ
遷
座
せ
り
。

。
渡
松
山
海
安
寺

滞
土
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
一
式
ふ
。
蛍
寺
開
山
貞
蓮
枇
白
春
笈

松
上
人
天
正
三
年
創
立
。
白
血
管
上
人
は
生
園
尾
州
民
て
1

高
徳
公
加

賀
御
入
部
に
付
、
御
跡
を
慕
ひ
罷
越
、
最
前
故
寺
町
に
而
寺
屋
敷
拝

領
仕
、
個
十
年
罷
在
候
慮
、
微
妙
公
御
代
御
用
地
に
被
=
召
上
一
億
昌
代
，

地
-
元
和
元
年
石
川
茂
平
取
次
を
以
、
泉
野
に
於
て
千
百
七
十
五
歩
拝

領
被
=
仰
付
一
子
ν
今
罷
在
。
と
あ
り
。
天
明
六
年
の
由
来
書
に
‘
門
前

家
数
五
軒
有
v
之
、
此
の
門
前
地
は
拝
領
地
之
内
な
る
よ
し
記
載
す
。

蛍
寺
本
命
蹴
陀
仰
は
大
像
に
而
、
金
楓
聞
に
て
の
大
悌
と
云
へ
り
。

O
海
安
寺
寺
中
穏
名
院

綿
名
院
は
‘
享
保
の
頃
迄
あ
り
し
か
ど
‘
共
の
後
腹
寺
と
成
り
た
る

品、
.
.
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を
さ
き
た
る
が
如
く
に
成
り
て
有
り
し
と
也
。
生
懸
の
死
人
に
付
き

し
と
云
ふ
物
な
れ
ば
、
是
と
そ
あ
ち
ら
と
ち
ら
也
と
、
享
保
十
年
の
十

一
月
下
旬
に
稿
名
院
の
諮
ら
れ
し
と
、
出
口
宇
兵
衛
噌
也
。
と
あ
り
。

。
本
箆
山
安
住
寺

天
台
宗
也
。
由
来
書
に
一
宮
ふ
。
営
寺
開
基
、
慶
長
元
年
四
月
借
舜
策
創

立
、
美
濃
園
野
口
与
一
式
所
之
住
人
西
尾
隼
人
第
四
書
提
所
吋
一
然
所
西
尾

隼
人
微
妙
公
被
-
-
召
抱
?
依
v
之
官
寺
先
住
舜
柴
金
津
へ
移
住
、
泉
野
寺

町
今
之
寺
地
に
寺
鎗
立
、
寛
永
年
中
東
照
宮
金
揮
に
御
勧
請
に
付
‘

看
坊
頭
被
v
命
相
勤
.
鴬
a
役
料
-
現
米
十
石
賜
v
之
。
と
あ
り
。

。
瑞
亀
山
松
月
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
営
寺
閥
組
自
由
律
和
倫
。
文

勝
二
年
粛
藤
刑
部
越
前
園
に
於

τ
被
=
取
立
-
建
替
有
v
之
庭
、
利
家
卿

加
州
御
入
国
之
後
.
金
津
へ
引
越
、
則
繍
藤
刑
部
よ
り
雪
上
被
v
致‘

於
昌
小
立
野
-
二
十
七
聞
に
四
十
七
間
之
寺
屋
敷
相
願
奔
領
被
=
仰
付
-

庭
、
利
常
卿
之
時
御
用
地
被
昌
召
上
一
元
和
元
年
泉
野
に
於
て
先
歩
数

之
湿
り
替
地
拝
領
被
a
仰
付
一
石
川
茂
平
・
越
野
勝
監
・
西
村
右
馬
助
三

人
奉
行
に
而
被
=
打
渡
吋
と
あ
り
。
鎗
尾
記
に
は
、
松
月
寺
閉
山
松
林

幼
也
。
松
林
坊
は
文
総
年
中
美
濃
大
垣
の
披
主
伊
藤
長
門
守
・
同
彦
兵

金
滞
官
蹟
志
巻
二
十

八

に
や
。
附
随
筆
に
一
式
ふ
。
滞
安
寺
納
所
稽
名
院
の
物
語
に
、
或
人
妻

の
死
し
け
る
を
、
旦
那
寺
の
卵
塔
場
に
土
葬
に
し
て
置
き
け
り
。
年

月
を
経
て
後
棄
を
呼
ぴ
け
る
が
、
後
衰
の
す
る
事
一
回
心
陀
不
服
に

や
‘
初
の
妻
は
是
も
能
く
‘
彼
も
よ
か
り
し
と
云
ひ
け
る
程
に
、
後

の
妻
殊
の
外
恨
み
て
、
か
く
ま
で
心
を
盤
し
身
を
も
を
し
ま
宇
っ
か

へ
侍
る
に
、
我
等
の
す
る
事
一
つ
と
し
て
御
気
に
入
候
は
宇
。
初
の

妻
た
る
人
は
い
か
に
仕
へ
給
ひ
け
ん
と
、
血
の
涙
を
流
し
か
な
し
み

け
る
が
、
遂
に
病
の
床
に
臥
し
て
、
日
を
経
月
を
震
ね
て
も
枕
を
あ

げ
宇
。
今
を
限
り
と
ぞ
見
え
し
。
共
比
件
の
旦
那
寺
よ
り
少
々
用
事

も
有
v
之
程
に
、
黄
昏
の
頃
よ
り
哨
に
来
ら
れ
よ
と
申
越
、
彼
男
帥
ち

行
き
け
る
に
‘
和
倫
封
商
し
、
共
方
妻
女
の
基
へ
毎
夜
黒
雲
援
ふ
と

ひ
と
し
く
、
墓
の
内
鳴
動
し

τ
さ
け
ぷ
事
限
り
な
し
。
大
形
四
つ
時

頃
也
。
今
夜
是
を
見
よ
と
宜
ふ
。
彼
男
あ
や
し
く
思
ひ
、
和
倫
と
伴

ひ
墓
の
前
に
至
る
。
案
の
如
〈
一
亥
の
刻
許
と
思
ふ
頃
、
黒
雲
一
村
松

に
懸
り
、
基
の
上
へ
落
ち
懸
る
。
彼
男
刀
を
抜
き
て
切
梯
ひ
け
れ
ば
、

消
え
て
跡
た
く
な
り
に
け
り
。
か
L
る
雌
に
私
宅
よ
り
使
を
走
ら
せ

て
、
後
妻
唯
今
死
去
の
よ
し
を
告
げ
来
る
也
。
後
妻
が
一
念
の
来
る

怠
る
ぺ
し
。
後
に
基
を
掘
り
見
れ
ば
、
前
棄
の
貌
と
ゐ
ぽ
し
き
所
、
掻

街
在
住
の
時
よ
り
懇
に
し
て
、
常
に
茶
腐
の
友
た
り
し
に
、
慶
長
三

年
長
門
守
金
津
へ
来
れ
る
時
、
松
林
訪
も
同
道
に
て
、
長
門
守
父
子

=
一
入
、
金
部
町
人
越
前
屋
某
方
に
寓
居
せ
り
。
然
る
に
長
門
守
煩
ひ

出
し
、
病
中
看
病
料
と
し
て
せ
が
れ
牛
之
助
へ
副
総
一
昨
よ
り
千
石
賜

は
り
、
後
植
兵
衛
と
改
名
す
。
長
門
守
は
翌
慶
長
凶
年
途
に
夜
し
、

松
林
訪
に
葬
地
等
を
轡
ま
し
む
ぺ
し
と
遺
言
す
。
則
ち
泉
野
に
て
寺

地
拝
領
し
‘
伊
藤
氏
よ
り
悌
閣
建
立
、
松
林
坊
を
住
職
と
す
。
後
命

に
依
っ
て
松
月
寺
と
践
す
。
故
に
伊
藤
氏
は
開
基
檀
那
也
と
一
宮
ふ
。

と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
、
組
尾
記
の
僻
設
は
、
恐
ら
く
は
過
聞
な
る

ぺ
し
。
右
伊
藤
氏
の
元
組
長
門
守
盛
景
は
、
美
濃
大
垣
の
城
主
に
て
、

三
時
五
千
石
を
領
し
、
共
の
子
園
書
利
吉
若
名
を
彦
兵
衛
と
一
疋
ひ
、

犬
垣
の
披
主
の
庭
、
後
領
地
を
渡
牧
せ
ら
れ
、
元
和
六
年
金
津
へ
来

り
.
同
丸
年
二
千
石
を
賜
ふ
。
共
の
子
牛
之
助
隊
良
、
遺
知
の
内
千
三

百
石
賜
v
之
。
と
家
譜
に
載
せ
た
り
。
飽
尾
記
の
偉
設
と
叢
だ
幽
臨

す。。
中
興
歪
岸
和
前
健

貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
松
月
寺
中
興
至
岸
和
倫
は
、
利
常
卿
茜

御
懇
に
て
、
毎
度
御
意
に
依
て
登
城
設
し
、
不
時
陀
被
v
召
時
は
馬
上

丸




